
令和５(2023)年度 住まいとコミュニティづくり活動助成 活動中間報告 

団体名 

活動のテーマ 

9 月までに達成できた事項（箇条書き） 

今後の活動予定と令和 6 年 3 月末時点の達成予定事項 

NPO 法人好きっちゃ北九州 

１ ワーキングループの設置 

  NPO 法人内でワーキンググループを構成・設置 

２ 関係機関等との連携確認 

（１）大学 

北九州市立大学及び九州国際大学と連携し、製作していくことを確認 

（２）行政・実証地域 

北九州市役所関係部課と連携・ご指導いただくことを確認、実証地域の選定 

（３）イラストレーター 

原案を示した上で、イラストの製作をしていただくことを事前確認 

３ テーマ素案の検討 

  ２４テーマの重複が無いように、順にテーマを提案している。 

  現在１４テーマが確定。ストーリー作りに着手している。 

紙芝居を使用した、地域での防犯パトロール活性化大作戦

１ ２４テーマの作成

（１）原案・テーマ設定、作成担当の割振り

（２）ストーリー作りと原稿文の校正

（３）原画の作成

２ イラストレーターへの発注・完成・データ化

（１）原画・原稿を添えて、イラストレーターへ発注

（２）イラストデータの完成、データ化

３ 実証実験

  完成以前に、複数の地域にて実証実験を行い、改良を加える。

４ ホームページへのデータ掲載



紙芝居を使用した、地域での防犯パトロール活性化大作戦

NPO法人好きっちゃ北九州

防犯パトロールの現状

各地域で『防犯パトロール』が実施されています。
大きな課題は、活動者の高齢化や活動人数の減少です。
どの地域でも地域コミュニティを支えているシニア世代のご尽力で防犯まちづくりに取り

組んでいます。特に、若い世代の参加が少ないのは、どの地域にも共通することと思います。
また、コロナ禍において、防犯パトロール活動が消滅したり、復帰できていない地域も

あります。

防犯まちづくりの必要性・意義

「まち」の中には、様々な人が暮らしており、それぞれの生活や興味関心を持つことは
千差万別でしょう。また、地域ごとに暮らしや風土も異なるでしょう。
モノが豊かに揃い、情報化社会の中で、住民同士が繋がりを深めていく必然性は薄れつつ

あり、地域コミュニティは各地で希薄化していっている現状です。
まちづくりには重要なテーマにおいて、『住民に共通する』ことが共感を集めやすく、

『防犯』においては、住民誰しもが望む共通項となり得ます。
事件や事故を防ぐための防犯活動は、これからより一層、まちづくりのテーマとして、

地域のなかで大切にし、活性化していきたい分野と言えます。

【R5.5.11 北九州市小倉南区広徳校区での防犯パトロールの様子】

ちょっとしたご提案！

パトロール活動は、歩いて帰ってきて、解散という、機械的で無機質な活動になってしまい
がちです。冒頭の『５分間程度』で、防犯などに関する『紙芝居』を披露します！！
『防犯』に関して、ちょっとだけの学びの場を設けることで、活動のアクセントになること

を目指しています。『防災まちづくり』関連で、以前に作成した事例を以下に示します。

①地震の前に戻れるとしたら？ ②耐震化かな？転倒防止かな？ ③実際には・・・ ④ご近所の人と挨拶がしたい

R5.10.1



『紙芝居』の作成体制

毎月２回のパトロールが実施されていることを想定し、２４テーマの紙芝居を作成します。
２４テーマの紙芝居を作成するにあたり、『作成過程』がより一層の学びになると考えて

おり、市内の大学生メンバーと協働しながら作成していきます。
また、市役所や区役所の担当部局からもご指導、アドバイスをいただきながら作成していき

ます。

【作成メンバー】
①NPO法人好きっちゃ
北九州 作業部会

②北九州市立大学
防犯・防災プロジェクト
【左写真】

③九州国際大学
KITAMAPゼミ

『紙芝居』作成プラン

①テーマの選定、考察、割振検討・・・他のテーマとの重複や、様々な話題を想定
②ストーリーの構想・・・要素が伝わりやすい構成や場面展開を検討
③『読み文』の作成・・・専門用語をさけたり、初見でも読みやすい文章作り
④イラスト素案作成・・・⑤の専門家が描きやすいように、素案となる絵を描く
⑤イラストレーターへの依頼・・・データ化できる素材とするよう発注
※作成途中の段階で、６箇所程度の地域で実証実験を行う。

●紙芝居「実物」の作成
実物の紙芝居を作成し、市内各地に配布、展開する。

●紙芝居「データ」の作成
誰でも、どの地域でも、ダウンロードし、印刷すれば使用できる

媒体とし、当ＮＰＯ法人のホームページなどで発信する。

『紙芝居』の展開方法

作成・検討中のテーマ

場所的課題 対策関係

地域コミュニティ ツール・啓発

○犯罪が起きやすい場所の特徴
○ゴミ・雑草などの風紀と犯罪
○ひったくりに合わない歩き方 など

○放火防止にできること
○自転車盗難の実態
○エレベーター、ストーカー対策など

○空き家問題
○あいさつ・地域の繋がり
○地域の宝、子ども達 など

○防犯の合言葉「いかのおすし」
○防犯グッズの紹介
○こんな詐欺が起きている など
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